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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
年
を
穏
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
自
治
会
活

動
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
旦
か
ら
石
川
県
能
登
半
島
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
能
登
半
島
北
部
は
、
九
月

に
は
能
登
半
島
豪
雨
に
よ
り
再
び
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
と
、
改
め
て
地
域
の
支
え
あ
い
、
助
け
合

い
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
町
内
会
、
自
治
会
の
果
た
す
役
割
は
益
々
大
き
い
も

の
と
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
、
自
治
会
・
町
内
会
の
運
営
が
曲
が
り
角
を
迎
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

加
入
率
の
低
下
と
高
齢
化
に
よ
る
役
員
の
担
い
手
不
足
や
、
集
合
住
宅
を
中
心
に
し
た
未

加
入
者
の
増
加
な
ど
が
主
な
原
因
の
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
対
処
す
る
に
は
、
地
域
の
連
帯
感
を
深
め
、
地
域
住
民
が
お
互
い

に
手
を
携
え
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
治
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
組
織
の
強
化

に
務
め
る
と
と
も
に
、
行
政
と
の
連
携
・
協
働
を
さ
ら
に
進
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
活
発
に
展
開
し
、
住
民
の
皆
様
が
、
安
全
で
、
安
心
し
て
、
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
自
治
会
活
動
に
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
自
治
会
の
更
な
る
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鳥
取
市
自
治
連
合
会

会

長
　
土
橋
　
周
美

年
頭
の
あ
い
さ
つ

年
頭
の
あ
い
さ
つ

　

岩
倉
地
区
自
治
会
は
十
八
町
内
会
（
千
八

百
九
十
五
世
帯
）と
各
種
団
体
を
含
め
た「
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
中
心
に
納
涼
祭
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
運
動
会
、
文
化
祭

な
ど
年
間
を
通
し
て
多
種
多
様
な
行
事
を

行
っ
て
い
る
。
そ
し
て「
み
ん
な
が
仲
良
く
、

協
力
し
合
っ
て
活
動
す
る
こ
と
」
を
大
切
に

し
て
い
る
。

　

地
区
公
民
館
は
子
供
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま

で
多
く
の
町
民
が
出
入
り
し
、
活
気
に
満
ち

て
い
る
。
近
年
で
は
、
子
ど
も
食
堂
の
充
実

と
岩
倉
の
歴
史
を
学
ぶ
講
座
は
地
道
で
は
あ

る
が
定
着
し
て
い
る
。
防
犯
活
動
で
は
、
小

学
生
下
校
時
の
見
守
り
、
広
報
車
で
の
防
犯

啓
発
活
動
を
行
い
、
国
・
県
・
市
か
ら
表
彰

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
誇
り
の
一
つ
で
あ
る
。

近
年
商
業
施

設
が
急
速
に

増
え
、
人
口

も
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　

地
区
体
育

協
会
で
は
、

毎
年
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会

へ
の
出
場
、

参
加
者
も
多

岩
倉
地
区

岩
倉
地
区
の
活
動

岩
倉
地
区
の
活
動

　
　
　
岩
倉
地
区
自
治
会

　
　
　
岩
倉
地
区
自
治
会

 

会
長
会
長
　
山
添
英
明

山
添
英
明

く
な
り
、
市

民
体
育
大
会

な
ど
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会

の
入
賞
回
数

も
増
え
、
優

秀
な
成
績
を

残
し
て
い
る
。

　

福
祉
活
動

で
は
、
地
区

社
会
福
祉
協

議
会
、
地
区
民
生
児
童
委
員
が
協
力
し
合
っ

て
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。年
十
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

年
四
回
の
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
公

民
館
で
の
健
康
講
座
、
セ
ミ
ナ
ー
、
健
康
測

定
な
ど
い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
活
で
き
る
ポ

イ
ン
ト
を
学
び
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
童

謡
唱
歌
を
合
唱
し
て
い
る
の
も
評
判
を
呼
ん

で
い
る
。
ま
た
健
康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る

年
一
回
の
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
い
ろ
い
ろ

工
夫
を
凝
ら
し
て
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
て
い
る
。

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
は
二
十
年
以
上
継
続

し
、
若
い
パ
パ
マ
マ
の
子
育
て
支
援
に
役

立
っ
て
い
る
。親
子
と
も
楽
し
そ
う
に
集
い
、

季
節
ご
と
の
行
事
、
子
育
て
サ
ロ
ン
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　

ど
こ
の
地
域
で
も
地
域
活
動
の
担
い
手
、

参
加
者
の
減
少
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
運
営
の

や
り
方
や
新
し
い
創
意
工
夫
で
の
乗
り
切

り
、
笑
顔
溢
れ
る
岩
倉
地
区
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

岩倉地区　文化祭

岩倉地区 健康ウオーク
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美
保
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
平
成

二
十
一
年
に
設
立
さ
れ
、「
新
春
の
つ
ど
い
」

「
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
」「
文
化
祭
」等
、

地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
事
業
や
、
子
ど
も
育

成
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
文
化
祭
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
が
出
品
さ
れ
た
作

品
の
展
示
や
、
健
康
相
談
、
子
育
て
指
導
、

子
ど
も
茶
道
教
室
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
野
菜
・
花
苗
・

ピ
ザ
等
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
に
配

慮
し
、
会
場
で
の
飲
食
を
避
け
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
か
ら
う
ど
ん
や
お
こ
わ
の
模
擬
店

も
復
活
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
祭
は
二
〜
三
日
を
か
け
て
実
施
し

ま
す
の
で
参
加
者
も
多
く
、
皆
さ
ん
に
お

楽
し
み
頂
い
て
い
ま
す
が
、「
新
春
の
つ
ど

い
」「
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
等
の

小
規
模
イ
ベ
ン

ト
は
、
時
間
的

な
制
約
や
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
の
問

題
も
あ
る
た

め
、
住
民
全
体

を
対
象
に
実
施

す
る
、
ま
ち
づ

く
り
事
業
と
し

て
適
正
と
言
え

な
い
様
に
感
じ

て
お
り
、
改
善

を
考
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
地
区

事
業
は
、
自
治

会
、各
種
団
体
、

公
民
館
が
各
々

実
施
主
体
と
な

り
、
分
担
し
て

行
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
設
置
以
降
、
組
織
設
立
の
趣
旨

や
目
的
が
他
団
体
と
重
複
し
て
い
る
部
分
を

整
理
し
な
い
ま
ま
事
業
を
進
め
た
結
果
、
本

来
の
事
業
主
体
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
様

に
思
い
ま
す
。

　

何
れ
に
し
て
も
自
治
会
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
行
う
事
業
は
、
組
織
に
関
わ
る
全
て

の
人
が
参
加
資
格
を
持
つ
訳
で
す
か
ら
、
特

定
少
数
を
対
象
と
す
る
事
業
は
企
画
す
べ
き

で
な
く
、
機
会
均
等
を
考
慮
し
た
事
業
実
施

と
、
公
平
・
公
正
な
予
算
執
行
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
鳥
取
市
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
へ
の
現
行
補
助
制
度
で
は
、
経
費

的
に
十
分
な
事
業
実
施
は
望
め
ま
せ
ん
。

　

従
っ
て
、
補
助
金
以
上
の
事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
は
住
民
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
今
後
は
費
用
対
効
果
を
考
え

て
事
業
計
画
を
厳
選
し
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

頂
け
る
事
業
展
開
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

美
保
地
区
で
は
、
自
治
会
と
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
各
々
主
催
し
て
い
る
事
業
を
見
直

し
、
事
業
主
体
や
予
算
を
一
元
化
し
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
参
加
し
て
頂
け
る
よ

う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

美
保
地
区

美
保
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

美
保
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
美
保
地
区
自
治
会

　
　
　
美
保
地
区
自
治
会

 

会
長
　

会
長
　
山
根
誠
吾

山
根
誠
吾

ジョイントコンサート

ふれあい文化祭

　

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
つ
き
、
当
地
区
夏
ま
つ

り
な
ど
の
三
大
事
業
は
地
区
民
の
協
力
を
得

て
完
全
復
活
し
、
以
前
の
賑
や
か
さ
が
戻
っ

た
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
令
和
六
年

九
月
に
、
当
地
区
む
ら
づ
く
り
協
議
会
と
当

地
区
公
民
館
主
催
の
『
ほ
っ
こ
り
東
郷
八
景

巡
り
』
を
新
し
く
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
地
区

内
外
の
参
加
者
か
ら
予
想
外
の
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
き
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
大
喜
び

で
し
た
。

　

企
画
内
容
は
僅わ
ず

か
な
当
地
区
の
歴
史
文
化

を
八
景
と
い
う
形
で
絞
り
込
ん
で
紹
介
し
、

併
せ
て
手
づ
く
り
昼
食
弁
当
を
ど
う
す
る
か

な
ど
、
最
後
ま
で
お
も
て
な
し
を
中
心
に
協

議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
企
画
で
し
た
が
、
地
元
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
り
、
本
高
十
四
号
墳
、

立た
ち
み
と
う
げ

見
峠
周
辺
、
力ち
か
ら
い
し石、
若
宮
さ
ん
な
ど
、
こ

れ
ま
で
情
報
発
信
し
た
こ
と
の
な
い
ス
ポ
ッ

ト
も
紹
介
し
、「
東
郷
っ
て
、
い
つ
も
通
る

と
こ
ろ
な
の
に
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
歴
史

や
文
化
が
あ
る
な
ん
て
驚
き
ま
し
た
。」
と

の
声
も
こ
ぼ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
元

加
工
グ
ル
ー
プ
の
主
婦
が
心
を
込
め
て
つ

く
っ
た
昼
食
弁
当
『
東
郷
の
ご
っ
つ
ぉ
う
』

は
今
回
大
人
気
で
、
評
価
も
抜
群
で
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
は
、
地
元
を
愛
す
る
心
が
一

番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｕ
タ
ー
ン
増
対
策

や
空
き
家
対
策
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
地
元
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な

僅わ
ず

か
な
地
元
野
菜
を
材
料
に
し
た
弁
当
で

も
、
そ
し
て
ど
ん
な
小
さ
な
お
地
蔵
さ
ん
や

祠ほ
こ
らで
も
、
地
元
民
に
と
っ
て
は
大
切
な
ふ
る

さ
と
だ
か
ら
で
す
。

東
郷
地
区

地
域
づ
く
り
は

地
域
づ
く
り
は

　
　
　
　
地
元
愛
か
ら

　
　
　
　
地
元
愛
か
ら

　
　
　
東
郷
地
区
区
長
会

　
　
　
東
郷
地
区
区
長
会

 

会
長
　

会
長
　
森
田
和
幸

森
田
和
幸

本高十四号墳

東郷のごっつぉう
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富
桑
地
区
は
、
二
十
一
町
内
会
八
百
八
十

六
戸
の
地
区
で
す
。
地
区
内
に
県
道
宮
ノ

下
・
十
六
本
松
線
や
南
町
・
田
園
線
が
通
り

富
桑
保
育
園
や
富
桑
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
く
に
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

あ
り
住
み
や
す
い
地
域
で
す
。
近
年
畑
が
宅

地
に
代
わ
り
人
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
町
内

会
へ
の
加
入
率
は
上
が
り
ま
せ
ん
。「
交
流
」

「
共
感
」「
共
生
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
富

桑
地
区
自
治
会
が
中
心
と
な
り
富
桑
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

五
月
の
富
桑
地
区
大
運
動
会
で
は
、
校
庭

の
ト
ラ
ッ
ク
に
沿
っ
て
二
十
一
町
内
会
の
テ

ン
ト
を
張
り
ま
す
。
午
前
は
、
小
学
校
の
運

動
会
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
競
技
を
町
内
会

の
人
は
、
テ
ン
ト
か
ら
大
声
で
応
援
を
し
ま

す
。
昼
休
み
に
は
各
町
内
会
の
テ
ン
ト
で
町

内
の
み
な
さ
ん
と
、
親
子
で
お
弁
当
を
楽
し

く
食
べ
ま
す
。
そ
の
後
の
休
み
時
間
中
に
は

地
域
の
人
と
子
供
た
ち
で
、「
富
桑
音
頭
」

や
「
傘
踊
り
」
を
踊
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
地
域
の
運
動
会
で
す
。
競
技

順
位
で
得
点
を
競
う
町
内
別
の
競
技
や
、
特

に
年
代
別
対
抗
リ
レ
ー
は
、
各
町
内
が
年
代

別
に
男
女
の
選
手
を
集
め
る
の
に
苦
労
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
思
い
が
強
く
テ
ン

ト
か
ら
子
供
た
ち
や
町
内
の
人
が
盛
ん
に
大

声
で
応
援
を
し
ま
す
。
競
技
終
了
後
、
順
位

を
発
表
し
表
彰
し
て
運
動
会
を
閉
会
し
ま

す
。
そ
の
後
、
富
桑
公
民
館
に
集
ま
り
反
省

会
を
し
ま
す
。
各
町
内
そ
ろ
っ
て
二
十
一
町

内
会
で
テ
ン
ト
を
出
し
、
運
動
会
を
続
け
て

い
く
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
富
桑
」
を
合
言
葉
に

町
内
会
が
団
結
し
て
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。

富
桑
地
区

各
町
内
会
テ
ン
ト
を

各
町
内
会
テ
ン
ト
を

　
　
出
し
て
大
運
動
会

　
　
出
し
て
大
運
動
会

　
　
　
富
桑
地
区
自
治
会

　
　
　
富
桑
地
区
自
治
会

 

会
長
　

会
長
　
水
口
　
稔

水
口
　
稔

　令和６年度「鳥取・
姫路・岡山三市の
自治連合会交流会」
は、さる９月26日
姫路市商工会議所

内の清交倶楽部にて、鳥取市自治連合会19名、姫路市
連合自治会29名、岡山市連合町内会17名が集い、盛大
に開催されました。
　会は、姫路市連合自治会の北川会長挨拶、岡山市連
合町内会の永見会長挨拶、鳥取市自治連合会の土橋会
長挨拶と続き、ご来賓の清元姫路市長の三都市交流に
は池田家に関する歴史的経過とともに、ホットトライアングルという観光、人的交流など多方面にわたる交流が
なされていることに対し謝辞と歓迎のご挨拶がありました。
　研修会では、今年度交流会のメインテーマである「防災活動」について各市から事例発表が行われました。
　ここに各市の発表概要を紹介します。

以上、三市の事例を簡単に紹介しましたが、その活動内容は多岐にわたっており、この紙面ではその全貌が紹介
できないのは残念です。意見交換ではそれぞれの活動に対して活発な質疑が寄せられ、災害大国に住む我々にと
って大きな関心事であることが、改めて認識させられた貴重な時間でした。
　その後の昼食会では、一転和やかな雰囲気で各テーブルに笑顔の花が咲きました。
　昼食後は国宝「姫路城」の視察に出向き、天下無双の城の雄姿に圧倒され、一路帰途につきました。初めての
参加でしたが、会長をはじめ役員及び事務局各位のおかげで有意義な会となりましたことをご報告いたします。
次年度は岡山市で開催されるとのこと。多くの会長さんのご参加をお待ちしています。
� （鳥取市自治連合会副会長　稲田宗万）

三市姉妹交流会に三市姉妹交流会に
参加して参加して

　　「皆で支えあう地域づくり」
　　岡山市東区　千種学区防災会
 伊永会長
地域防災計画の作成、学区内相互応
援協定の策定、災害時要配慮者宅訪
問活動、防災ウオーキング（夜間）
を実施する。

　　「安全・安心で住みよい
　　　　　　美保南を目指して」
　　美保南地区区長会 西原会長
防災リーダーの育成強化、浸水危険
箇所の見える化、地域のまちあるき
ツアーを行い地域の現状把握に努め
る。

　　「中学生等ジュニア防災
　　リーダーの育成事業を推進」
　　高浜地区連合自治会　長田会長
パンデミック下での避難所及び要支
援者に配慮した訓練を主眼とし、地
域の医療・福祉施設との協働体制を
確立する。

岡山 鳥取 姫路
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　■開催年月日：令和６年７月６日（土）
■場　　　所：ホテルニューオータニ鳥取
　■特 別 講 演：鳥取県立美術館 館長 尾﨑 信一郎氏 「県立美術館は地域のために何ができるか」

鳥取市自治連合会結成 鳥取市自治連合会結成 5050 周年記念事業周年記念事業

　昭和49年に発足した鳥取市自治連合会は昨年50
年の節目を迎え、亀井副知事、深澤市長、西村市
議会議長のご臨席をはじめ、特別功労感謝状受賞
者、各地区自治会長など100人を超える皆様にご
出席いただき、結成50周年記念式典を盛大に開催
しました。また、式典後の祝賀会では「ふくべ砂
神太鼓」「国府町因幡の傘踊り保存会鳥取市役所チ
ーム」の皆様に花を添えていただき、盛会のうち
に終了することができました。
　この事業を実行するに際し、関係者の皆様なら
びに各地区自治会様には多大なるご協力をいただ
き、紙面をお借りして御礼申し上げます。
　自治連合会が歩んで来ました50年の歴史に先人
たちの苦難を想い、現在があることを私たちは忘
れることなく更なる活動へと思いを馳せる次第で
あります。

　鳥取市は人口の減少が慢性化しており、合併当
時約200,000人の人口が現在約179,000人と、大
幅な減少により町内会への加入世帯が減少してい
ます。

　他県の自治組織との研修交流会でいつ
も感じることは、やはり鳥取市における
町内会加入率が年々減少傾向にあること
で、町内会加入促進活動が自治連合会の
役割と再認識され、鳥取市自治連合会の
最重要課題として取り組まれています。
　自治連合会の取り組みに関し、地区長
さん、町内会長さんのご協力をいただき、
鳥取市自治連合会の更なる発展を切望
し、50周年記念事業の報告といたします。
　（結成50周年特別委員会
� 委員長　西原　牧夫）　
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 友好交流30周年記念 両県道自治会意見交換会両県道自治会意見交換会
　令和６年11月９日鳥取ワシントンホテルにおい
て、鳥取県と韓国江

カンウォン

原特別自治道との友好交流30
周年を記念して、両県道の自治会による意見交換
会が開催されました。
　開催にあたり池上祥子鳥取県統轄監よりご挨拶
があり、続いて江

カンウォン

原特別自治道里・統長連合会ジ
ョン・ヨンロク会長よりご挨拶いただきました。
　鳥取市自治連合会からは、土橋会長、西原副会
長、森田副会長、稲田副会長の４名が参加いたし
ました。土橋会長から鳥取市自治連合会の概要と
取り組みについて発表、続いて統長連合会ジョン・
ヨンロク会長より、連合会の取り組みについての
発表があり、課題として少子化・高齢化・地方消
滅が挙げられ、我々と同じような悩みを持たれて
いる事がわかりました。
　その後、金

キム

鎮
ジン

台
テ

江
カンウォン

原特別自治道知事のご挨拶が
あり、続いて江

カンウォン

原特別自治道・統長連合会から、
鳥取市自治連合会へ相互交流の活性化に係る提案
書を受け取りました。
　最後に、「友好交流パフォーマンス」として、交

流の発展や未来に向けた展望に関するキーワード
が日本語と韓国語で書かれたパネルを読み上げな
がら、紐にかけ
ていき江

カンウォン

原特別
自治道と鳥取県
の協力と発展を
象徴するパネル
が完成し意見交
換会が終了致し
ました。

 友好交流30周年記念  友好交流30周年記念  友好交流30周年記念  友好交流30周年記念  友好交流30周年記念  友好交流30周年記念 
韓国　　韓国　　
訪問団来鳥訪問団来鳥

　令和６年度全国自治会連合会福井県福井大会が
11月13日、フェニックス・プラザ、エルピス大ホ
ールにて行われました。北は北海道から南は沖縄
まで、全国より約1,017名が参加し、鳥取県自治
会連合会からも７名が参加しました。
　式典では、実行委員長の山崎栄一福井県自治会
連合会会長が開会のことばを述べられ、続いて岩
崎正朔全国自治会連合会会長が挨拶をされました。
杉本達治福井県知事の挨拶、西行茂福井市長の挨
拶に続き、地元選出の稲田朋美衆議院議員も挨拶
されました。
　稲田衆議院議員は、大会挨拶が終わった後も懇
親会に同席され、最後まで出席者に寄り添う姿が
見られました。
　大会宣言(案)が鈴木公至全国自治会連合会副会
長から読み上げられ、満場一致で採択されました。
続いて、全国自治会連合会会長表彰が行われ、96
名が受賞されました。鳥取県からは、高野和男米
子市自治連合会副会長と森田松雄鳥取市自治連合
会副会長の２名が受賞しました。また、叙勲受章
者では全国自治会連合会推薦の令和５年秋と令和
６年春の受賞者、13名も発表されました。

　活動発表では、福井市日之出地区のウィークデ
ー防災訓練の取り組みが発表されました。また、
杉本達治福井県知事自らが次のような発表をされ
ました。『幸福度日本一の福井』・『北陸新幹線県内
開業の効果』・『自治会活動について』。特に自治会
活動については、『自治会の加入率・自治会活動に
おける負担・福井県の自治会に対する支援メニュ
ー・県と市町が協働し持続的な自治会運営を実現』
等パネルで説明され、県のトップが自治会活動に
力を入れている様子が、よく分かりました。
� （文責　森田松雄)

令和６年度
全国自治会連合会福井県福井大会に参加して
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昨
年
の
気
象
現
象

は
非
常
に
厳
し
い
も

の
で
し
た
。
能
登
半

島
で
は
、
元
旦
に
地

震
が
あ
り
、
九
月
に

は
豪
雨
が
発
生
し
ま

し
た
。
地
震
や
豪
雨

に
よ
り
被
害
を
受
け

ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
昨
年

は
、
夏
の
暑
さ
が
い
つ
ま
で
も

続
き
、
十
一
月
に
入
る
と
急
に

寒
く
な
り
、
秋
が
無
い
よ
う
な

気
候
が
続
き
ま
し
た
。
気
温
の

変
化
に
身
体
が
つ
い
て
行
き
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
、
益
々
寒
さ

が
厳
し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
体
調
管
理
に
は
、
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
（
広
報
委
員
長

�

　

森
田　

松
雄
）

編 後集 記

　10月31日、土橋会長以下19名が海を越えて香

川県を訪問し、丸亀市（人口107,800人）や川西

地区（同市内17地区の一つ、人口6,700人）の活

動状況をお聞きし、意見交換を行いました。

　視察先の川西コミュニティセンターでは、地区

の自主防災活動を中心に川西地区地域づくり推進

協議会の岩崎会長（丸

亀市連合自治会長兼

務）から説明をいただ

きました。（（注）同市

では、各地区公民館を

地域住民の活動拠点と

して積極的に活用する

ため、公民館を「コミュ

ニティセンター」という名称に移行。）

　コミュニティ組織は、鳥取市における「まちづ

くり協議会」に相当する体制の様に理解しました

が、限られた時間もあり、コミュニティ組織の防

災部と自主防災会、また、コミュニティ自治会と

通常の自治会との関係性や役割分担等については

詳細な理解にまで至りませんでした。

　しかしながら、コミュニティ自治会独自の会費

徴収や企業からの経済的支援の仕組み、入会者限

定のパスポート発行（市内商業施設の割引きサー

ビスに加え、大規模災害時に緊急物資の優先受領

権の特典あり）による加入促進策など独自の取り

組みが加入率向上に大きく寄与しているとの説明

には驚きがありました。

　他の自治会での実現性は別として、従来の自治

会活動の枠を超えた柔軟な発想は、今後の地域活

動を考える上で大きな示唆に富む内容だと思われ

ました。

　また、コミュニティセンター敷地内に設置され

た多数の倉庫と資機材が整然と並ぶ様子も防災活

動の充実ぶりをうかがわせ、これらを支えるリー

ダーや地区住民の不断の努力に対し敬意を表した

いと思う先進地視察でした。�（文責：石本昭雄）

令和６年度　　　　　　　
先進地研修視察報告


